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令和7年度 学校評価《第２回》集計結果のお知らせ 

 

春寒の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃から、本校の

教育活動にご理解とご支援をいただきますことにお礼申し上げます。 

２月上旬に実施しました第２回学校評価にご協力いただき、ありがとうございました。評価集計が終わりました

ので下記の通り結果についてお知らせします。今後、学校教育をよりよいものにするために、特に次年度の教育

活動に向け、今回の結果を活用していきたいと思います。また、結果を見た上でお気付きのことなどありました

ら、学校までお知らせしていただけるとありがたいです。 

今後とも、子どもたちの学びの向上のために、学校の活動へのご理解、ご協力をいただきたいと思います。何

とぞ、よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

集計結果について 

              １  考察 成果と課題 

              ２  児童回答 集計結果 

              ３  保護者回答 集計結果 

                      ４  教職員回答 集計結果 
 

                       ＊ 児童回答の集計結果は１～６年生の平均値を記載しています。 

                       ＊ 児童質問の内容は、学年ごとに応じた内容としています。 

１ 考察 

 

〈成果〉 
○ 全校児童の回答について、ほとんどの質問において、「よくあてはまる」「ややあてはまる」の肯定的回答の数値
結果が８０％を越えており、本校教育活動の重要課題である「わかる授業づくり」「児童の考えを深めさせる場の
設定」の取組の成果が質問４、１１、１２に表れています。これは、教職員が児童一人一人の発達段階や学習課題
に応じた授業づくりを日頃から行っている成果であり、質問５「先生は授業内容を一生懸命教えてくれる」に全校
児童１７名が「よくあてはまる」と回答していることにも表れていると思います。 

○ 本校の重点目標の１つである「思いやりのある子の育成」では自己を高めたり、自他を大切にしたりする取組を
行っていますが、質問２、１４、１８では全校児童が肯定的な回答を示しており、「ありがとう集会」や「感謝の
つどい」等で人への感謝の気持ちをもつことや、全校児童での活動を多く取り入れ、地域やその他の関係機関との
交流体験活動の推進により、子どもたちの心が豊かになり、お互いに認め合い、自他を大切にする仲間づくりにつ
ながっていると考えます。 

〈課題〉 
● 今回の結果では全体的に肯定的な回答の数値が高くなっていますが、Ａ評価「よくあてはまる」の数値が大きく
下がっている質問が多かったことが気になることの１つになっています。その中でも前回評価よりも２０％以上数
値が下がっている質問１、３、４、１３、１６を始め、その他のＡ評価の数値が下がっている質問については、今
後さらに丁寧な検証が必要だと考えます。特に、「進んで勉強や自主学習をしている」や「スマートルールを守って
いる」の質問については肯定的な回答が５０％前後となっており、子どもたちの心の状態や環境の変化等が気にな
るところです。ただ、この２つの質問に対応する保護者や教職員の質問の結果を見ると、前回の結果から大きい違
いは見られないことも逆に気になるところです。 

● 保護者質問では、ほとんどの質問において肯定的な回答（Ａ・Ｂ評価）をいただいていることは大変ありがたい
と思います。今後も保護者と学校が連携して子どもたちの活動を支えていくことが大切であることから、質問３
「学校は子どもたち一人一人を大切にし、温かく指導している」、質問４「子どものことで気軽に相談できる」に
ついては、さらに改善していかなければいけない項目だと考えています。 
《まとめ》  今後の学校評価の検証を続け、今後の教育活動に役立てていきます。保護者の皆さまにおかれましても、

この結果をお子様の今後の学びに活かしていただければと思います。また、この結果についてご意見やご質問があ

れば、ぜひ学校までお知らせください。よろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


